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（2行あける）
１.はじめに（ゴシック、10ポイント、中央揃え）
　本文（明朝、9ポイント、両端揃え）の構成は、1.はじめに（緒論など）、2.方法、3.結果、4.考察、（.謝辞）、5.まとめ、6.文献　の順とする。ただし、論文によっては、他の章立ても可。

２．方法

実験・調査方法を示す。

３．結果

　結果には、図・表・写真を貼りこむこと。図・表・写真には、それぞれに表題をつけること。以下の例を参照のこと。

Table 1  The occurrence of respiratory symptoms and 

conditions in the exposed and reference category of subjects.
	Symptom  or Condition
	Exposed
	Reference
	Total

	Total
Persistent cough
Persistent phlegm
Others
	50
70
80
62
	100
 65
 89
100
	150
135
169
162


Figure 1  An example of a figure.
４．考察

　本文中の文献の引用は、著者名、西暦年号とすること。例：　Fangarら（1960）によれば、

　・・・・・である（持田ら、1998）。

５．まとめ
　研究のまとめを簡単に示す。

謝辞　研究を実施する上で協力を得た人（団体）に謝意を表明する。特に、科研費、企業団体からの研究費によって研究が行われた場合には明記すること。

６．文献

文献の記載法は以下の例に従うこと。

（雑誌の場合）

Mochida, T., Nagano, K. and Migita, T. 1997. Mean radiation temperature weighted by absorption factor and its characteristics. J. Human-Environment System. 1(1):57/63.

（本の場合）

Fanger, P.O. 1970. Thermal comfort, Danish Technical Press. 

（本中の章の場合）

Kohgali, M.: Heart stroke 1990: An Overview. In: Kohgali, M. and Hales, J.R.S.(eds.), Heat Stroke and Temperature Regulation. Academic Press, New York, 1/12.
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